
再評価結果（平成２９年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：川﨑 茂信

事業名 一般国道１５８号 事業 事業 国土交通省

大野 油 坂道路（和泉・ 油 坂区間） 区分 一般国道 主体 近畿地方整備局
お お のあぶらさかど う ろ い ず み あぶらさか

起終点 自：福井県大野市貝皿 延長
お お の かいざら

至：福井県大野市東 市 布 15.5km
お お の ひがしいちぬの

事業概要

中部縦貫自動車道は、長野県松本市を起点とし、岐阜県高山市・福井県大野市を経て、福井県福井市に

至る延長約160kmの高規格幹線道路であり、中央自動車道長野線・東海北陸自動車道・北陸自動車道を相

互に連絡し、交通の円滑化を図るなど、重要な役割を担っている。

大野油坂道路(和泉・油坂区間)は、中部縦貫自動車道の一部を構成し、安全・安心の交通の確保、医療

施設へのアクセス性向上を目的とした延長15.5kmの自動車専用道路である。

H24年度事業化 H-年度都市計画決定 H26年度用地着手 H-年度未着手

(H-年度変更)

全体事業費 595億円 事業進捗率 約2％ 供用済延長 -

計画交通量 7,900台/日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) 1.3 508/526億円 680/680億円 平成28年

事 業 費:456/474億円 走行時間短縮便益：521/521億円

(残事業) 1.3 維持管理費: 52/ 52億円 走行経費減少便益：141/141億円

交通事故減少便益： 18/ 18億円

感度分析の結果

【事業全体】 交 通 量：B/C= 1.1～1.5(交通量 ±10%) 【残事業】交 通 量：B/C= 1.1～1.6(交通量 ±10%)

事 業 費：B/C= 1.2～1.4(事業費 ±10%) 事 業 費：B/C= 1.2～1.5(事業費 ±10%)

事業期間：B/C= 1.3～1.3(事業期間±20%) 事業期間：B/C= 1.3～1.4(事業期間±20%)

事業の効果等

①安全・安心の交通の確保

・事業区間と並行する国道158号は、過去15年間で大雨、積雪、落石・土砂崩れ等による通行止めが34

回発生し、また平面線形が厳しい箇所が10箇所あり、安全・安心な通行の確保が課題となっている

・大野油坂道路（和泉・油坂区間）の整備により、これらを解消し、安全・安心の交通の確保が期待さ

れる。

②医療施設へのアクセス性向上

・事業区間と並行する国道158号は、全区間が異常気象時通行止区間であり、また線形が厳しい箇所も

あり、救急搬送時の速達性・走行安定性の確保が課題となっている。

・大野油坂道路（和泉・油坂区間）の開通によって、旧和泉村周辺から最寄りの第二次医療施設である

鷲見病院までの所要時間が36分から27分に9分短縮されるほか、第三次医療施設の中濃厚生病院への

アクセス性も向上するなど、医療サービスの選択肢の拡大が期待される。

③農林水産品の流通の利便性向上

・大野市の主要農産物であるさといもについて、主な出荷先である福井市(福井中央卸売市場)、岐阜市

(岐阜市中央卸売市場)への流通の利便性向上が見込まれる。

④隣接した日常活動中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

・大野市～郡上市を最短時間で連絡する。

⑤日常活動圏中心都市へのアクセス向上

・大野市(旧和泉村役場)～郡上市への所要時間が短縮(53分→44分)

⑥拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクトや大規模イベントを支援

・「越前美濃街道広域観光交流」、「大野市和泉地区化石保全計画」や「越前おおのブランド戦略」を支

援する。

⑦主要観光地へのアクセス向上

・沿線へのアクセス向上により観光客の増加が見込まれる。

（大野まちなか観光：約92.4万人/年、九頭竜湖：約30.7万人/年(H27)）



⑧緊急輸送道路が通行止めになった場合の代替路線を形成

・国道158号(大野市貝皿～大野市東市布）が通行止めになった場合の代替路線となる。

関係する地方公共団体等の意見

地域から頂いた主な意見等：

・平成28年8月、中部縦貫自動車道大野油坂道路整備促進連絡協議会(大野市長、大野市議会議長、大野

商工会議所会頭、大野市区長連合会会長他より構成)より早期全線開通の要望を受けている。

・平成28年7月、福井県知事より整備促進の要望を受けている。

・平成28年10月、福井県知事、大野市長、勝山市長より早期全線開通の要望を受けている。

・平成28年8月、大野市長、郡上市長より早期全線開通の要望を受けている。

・平成28年8月、大野・勝山地区広域行政事務組合(勝山市長、大野市長、大野・勝山地区広域行政事務

組合議長、副議長より構成)より早期全線開通の要望を受けている。

福井県知事の意見：

一般国道158号大野油坂道路（和泉・油坂区間）の対応方針（原案）「事業継続」については異存あ

りません。

大野油坂道路については、北陸新幹線敦賀開業に合わせた平成34年度までの全線開通が図られるよう

必要な予算を確保するとともに、本区間及び大野・大野東区間の速やかな用地買収・工事着手と大野東

・和泉区間の迅速な工事の実施をお願いしたい。

事業評価監視委員会の意見

審議の結果、「一般国道158号大野油坂道路(和泉・油坂区間)」の再評価は、当委員会に提出された資

料、説明の範囲において、おおむね適切であり、対応方針(原案)のとおり「事業継続」することが妥当と

判断される。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・事業区間沿線の福井県大野市は、近年、人口は減少傾向、世帯数、自動車保有台数は横ばい傾向にあ

る。

・大野油坂道路のうち、未事業区間であった大野・大野東区間は、平成27年度に事業化し、現在、全線

に渡って事業を推進している。

事業の進捗状況、残事業の内容等

用地進捗率：約4％、事業進捗率：約2％

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

引き続き用地取得を推進し、早期の開通を目指す。

施設の構造や工法の変更等

事業実施にあたり、新技術・新工法の活用等によりコスト縮減に努める。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば 当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

【位置図】 【概要図】

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。




